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予算489億円
過去2番目
の規模

一般質問9人
千田　優子 議員

梅木　　忍 議員

八重樫民德 議員

太田　洋市 議員

三宅　　靖 議員

熊谷　浩紀 議員

田島　清美 議員

髙橋久美子 議員

小原　享子 議員

クマ対策や
小学校給食費無償化
中学校体育館に
スポットクーラーも

代表質問3人
2月通常会議

藤原　常雄 議員
新清会 日本共産党北上市議団 北新ネット

阿部眞希男 議員安德壽美子 議員
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一 般 会 計
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令和８年度から９年度にかけて、市立保育園・幼

稚園のホールと調理室にエアコンを設置する。

Ｑ　�令和８年度に設置する園はどこか。

Ａ　�大通り保育園、二子保育園、南保育園、黒沢

尻幼稚園にそれぞれ設置する。

幼稚園備品購入事業

7,000 通の軍事郵便など戦争に関する資料の保

存、展示を行う北上平和記念展示館の市営化に伴

い、藤根自治振興会に同館の運営に係る業務委託

を行う。

Ｑ　�令和７年度から資料保存のための取り組みを

進めていたが、それらに係る費用も委託料に

含まれているのか。

Ａ　�市営化に伴い、資料保存は市で責任を持って

実施する予定である。博物館などの助言を受

けながら早急に資料保存の方法や体制につい

て検討していく。

資源ごみ常設ステーションの管理やごみ分別アプ

リの運用を行う。

Ｑ　�分別アプリ委託料を減額する理由と、現在の

アプリ登録者数は。

Ａ　�多言語化する業務が完了したための減額。ア

プリは５言語に対応。アプリ登録者数は令和

８年１月末で 9,500 人である。

犯罪被害者等の支援に係る条例の制定と支援施策

などの検討のための委員会を開催する。

Ｑ　�犯罪被害者等の支援に係る条例や施策検討の

ための委員会の開催スケジュールおよび委員

構成の検討状況は。

Ａ　�令和８年度に検討委員会を４回開催し、令和

９年４月の条例施行を目指す。委員構成は、

知見のある大学教授や警察関係者、社会福祉

協議会やいわて被害者支援センター、市の福

祉部署の職員などを検討している。

予 算 総 額

６ ８ ３ 億 ７ , ９ ０ ０ 万 円
（ 特 別 会 計 ほ か 含 む ）

園ホールにエアコン設置

個人番号カード（マイナンバーカード）の発送、

交付などに係る事務。

Ｑ　�現在のマイナンバーカードの保有率は。

Ａ　�マイナンバーカードの交付枚数は令和８年１

月 31 日時点で述べ８万 6,566 枚であり、令

和７年１月１日時点の人口９万 1,090 人から

算出すると人口比 95％である。前年比では

１万 2,262 枚増えている。

保育所備品購入事業

マイナカード保有率９５％

 通知カード・個人番号カード
 関連事務

平和記念展示館を市営化

北上平和記念展示館運営事業ごみ分別アプリ活用

ごみ減量化・リサイクル推進事業

犯罪被害者支援に向けて

犯罪被害者等支援事業

143万円

408万円

73万円

22万円

194万円

5,754万円
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ＡＥＤ屋外設置事業

ＡＥＤを２台設置している市内

小中学校 22 校において、２台

のうち１台を屋外専用ボックス

に設置するもの。

拠点間交通運行事業

令和７年度より、試行的におに

丸号口内線の平日毎日運行化を

実施予定であり、その委託料を

増額計上するもの。

令和８年度の注目事業をピックアップ！

Ｑ　�２回接種すると効果が高いと言われている

が、年長児の接種も助成する考えはないか�。

Ａ　�国によると一度ワクチンを接種することで発

症者数が 88％減少する情報があるため、保

育園の集団生活が始まる前に一度接種してほ

しいという考えである。

学校適応に課題のある児童に対し、学校内での安

定した居場所作りや、学習面の支援を行う校内教

育支援センター支援員を令和８年度から４名配置

する。

Ｑ　�支援員は教員免許を持った人を配置するの

か。

Ａ　�学習サポートも行う予定であるため、教員免

許を持っている人である。

クマ撃退スプレーなどの購入、赤外線カメラ搭載

ドローンを活用したクマの捕獲支援などを行う。

Ｑ　�狩猟免許取得手数料と煙火保安講習受講料は

何名分の見込みか。またドローンライセンス

取得は何名分の見込みか。

Ａ　�市職員を対象に狩猟免許３名、保安講習４名

を想定し、ドローンライセンスは２名の新規

取得を予定している。

黒沢尻体育館の老朽化に伴い、統合北上中学校の

第２体育館を社会体育施設として整備する方針を

定め、実施設計を行うもの。

Ｑ　�第２体育館はこれから新築予定であるが、建

設時期および住民説明のスケジュールをどの

ように見込んでいるのか。

Ａ　�令和８年度は実施設計を行い、令和１０年度

に完成および供用開始を目指している。住民

説明は黒沢尻東地区および西地区への説明を

令和８年度以降に順次実施する予定である。

新年度予算について審議！新年度予算について審議！

２月24日～27日に行われた予算特別委員会分科会で審査

した中から、各分科会での注目事業をご紹介します。

※各事業の予算額は１万円未満を四捨五入しています。

１歳児と年長児の２回接種を基本とする小児おた

ふくかぜ予防接種のうち、１歳児の接種を上限額

4,000 円で助成する。

予防接種費用を助成

小児おたふくかぜ予防接種助成事業

学習支援を強化

 校内教育支援センター
 支援員配置事業

北中第２体育館を活用

黒沢尻体育館移転改築事業

クマ対策を強化

クマ・シカ・イノシシ対策事業

クマ被害防止ドローン導入事業

419万円

905万円 326万円

4,495万円

950万円
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　令 和 ８ 年 度 予 算 を 可 決令 和 ８ 年 度 予 算 を 可 決 ‼‼
第３１０回

２月
通常会議

ユーチューブ
「２月通常会議」

項目 収入 支出

収益的収支 35億31万円 34億7,079万円

資本的収支 15億8,453万円 28億9,289万円

特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 70億7,500万円

後期高齢者医療 21億6,500万円

介護保険 88億6,900万円

工業団地事業 10億8,000万円

駐車場事業 １億900万円

宅地造成事業 2,000万円

電気事業 １億6,100万円

合　計 194億7,900万円

一般会計 予算総額 ４８９億円 ４８９億円 

特別会計 下水道事業会計

【地方交付税】　4.5％
（国から配分されるお金）

22億1,510万円
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80

100
歳入

【市税】 46.0％

（市民の皆さんや市内の

 事業所が納める税金）

224億9,584万円

【国・県支出金】 22.1％

（国や県が必要だと認めた
事業に配分されるお金）

107億9,788万円

【市債】 8.5％
（借金）41億7,490万円

その他 18.9％

92億1,628万円
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【民生費】 33.3％

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

162億7,968万円 

【総務費】 13.2％
（地域づくりの支援など）

64億3,962万円

【教育費】 13.3％
（学校の整備、運営）64億9,782万円

【土木費】 11.5％

（道路や公園の整備）56億707万円

【公債費】 8.9％
（借金の返済）43億3,144万円

その他 19.8％

97億4,437万円

　２月通常会議では、議長を除く25名の議員で構成する予算特別委員会を設置し、令和８年度予算を審査しました。

小学校の給食費無償化開始や中学校体育館へのスポットクーラーの設置など、安心して子育てができる環境づくりの

施策や、クマ被害防止対策の大幅強化などにより、過去２番目の規模の予算となっています。

クマ被害防止対策を大幅に強化！

農林水産業費 

安心して子育てができる環境づくり

・小児おたふくかぜ予防接種助成　など

教育費

・�中学校体育館へのスポットクーラーの

設置

・�ICT支援員・校内教育支援センターの

設置　など

【工業団地事業特別会計】

　北上工業団地拡張整備が完了したことにより事業費

が減少したため、前年度比３億9,300万円の減。

【駐車場事業特別会計】

　利用料金制から収受代行制に移行したことに伴う駐

車場利用料の増などにより、前年度比1,420万円の増。

※�表示単位未満四捨五入のため、合

計が一致しない場合があります。

・ドローンによる探知捜索　など

民生費

・口内スポーツ交流館の供用開始

・北上駅東西線地下道の照明設備のLED化

・おに丸号の立花岩崎線の延伸　など

その他の事業
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第 310 回２月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派
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議案第 105 号　令和８年度北上市一般会計予算

19 6 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 106 号　令和８年度北上市国民健康保険特別会計予算

20 5 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 108 号　令和８年度北上市介護保険特別会計予算

22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 117 号　北上市市税条例の一部を改正する条例

19 6 ○ 丸 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 議

賛否が分かれた案件　第310 回２月通常会議
議決
結果

（○…賛成、●…反対、議…議長＊）　＊議長は採決に加わりません。

賛成討論

反対討論

　複雑な国際情勢と厳しい経済環境の中で、市民生活も先行き不透明な状況が

続いている。本予算は八重樫市政４年目の節目における集大成であり、北上市

の将来像を示すものである。2050 年問題への第一歩として、将来への投資が

進められている。

　また、まちづくりの未来を見据えた駅周辺の再開発事業や、ウォーカブルな

まちづくりの推進、外国の方々の日本語学習と文化交流の充実による多様性社

会への対応も図られている。さらに、こどもまんなか社会の実現に向け、保健・

福祉・教育の連携体制や、不登校児童生徒の居場所の確保と学びの充実も図ら

れている。

　加えて、クマへの対応の強化、医療・介護の安定運営など、総合的に評価で

きる予算である。

髙橋 久美子 議員

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計

の予算に反対

阿部 眞希男 議員

全ての予算に賛成

　物価高騰と人手不足の中、市民生活は一層厳しさを増している。しかし本予

算は現状分析に比して抜本的対策に乏しく、従来事業の継続が中心である。地

域医療では無医地区対策が不十分であり、モバイル診療の利用拡大のみでは課

題は解決しない。へき地保険医療対策費を活用し、巡回診療と診療所設置を進

めるべきである。ろうあ者相談体制の不安定さや、県内唯一であるごみ袋手数

料の負担軽減も進んでいない。男女共同参画・多様性社会推進予算も少なく不

十分である。給食無償化は非喫食者を含めた支援が必要。学校施設整備の遅れ、

子ども医療費の完全無償化、病児保育も課題である。みちのく民俗村は文化財

保護の観点から小規模な改修は早急に進めるべき。さらに国保会計の新たな増

税は認められず、介護会計は国の施策だけでは人材支援も事業所存続も困難で

あり、市独自の支援が必要である。
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令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
15
号
）
（
第
17
号
）

道
路
除
排
雪
事
業

（
２
億
５
０
０
万
円
）

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
３
月
ま
で

の
降
雪
量
を
予
測
し
た
結
果
、
除

雪
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
。

小
学
校
施
設
ク
マ
対
策
事
業

（
１
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万
円
）

　

市
内
公
立
小
学
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へ
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犯
カ
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小
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中
学
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（
単

独
）
（
２
０
４
７
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円
）

　

市
内
公
立
中
学
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カ

メ
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設
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よ
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和
賀
東
中
学

校
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中
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の
フ
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ス

整
備
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を
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も
の
。
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度
北
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市
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第
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）
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事

補正予算・
意見書

業
（
８
２
５
万
円
）

　

令
和
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に
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し
ま
し
た
。

北
上
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
の
創
設
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
分
の
税
率
を
定
め
る
ほ

か
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

【
反
対
討
論
】

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

国
民
健
康
保
険
は
も
と
も
と
負

担
が
重
く
、
低
所
得
者
に
は
一
層

の
負
担
増
と
な
る
。
国
保
税
は
医

療
や
介
護
に
係
る
財
源
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
の
目
的
で
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
分
を
上
乗
せ
す
る

こ
と
は
目
的
外
使
用
で
あ
る
。
ま

ず
は
既
存
の
税
金
の
使
い
道
を
国

が
見
直
す
べ
き
。
国
保
税
へ
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
な
い

た
め
、
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】佐

藤　

惠
子　

議
員

　

急
速
な
少
子
化
に
対
応
す
る
た

小
中
学
校
施
設
へ
の
ク
マ
対
策
、

市
内
河
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の

追
加
に
伴
う
事
業
の
実
施

２
月
通
常
会
議

め
、
国
は
児
童
手
当
拡
充
や
育
児

休
業
給
付
の
強
化
な
ど
、
社
会
全

体
で
子
育
て
を
支
え
る
施
策
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
財
源
を
全
世
代

で
公
平
に
負
担
す
る
仕
組
み
と
し

て
医
療
保
険
を
活
用
す
る
。
市

民
の
負
担
は
１
人
当
た
り
月
約

３
０
０
円
、
18
歳
未
満
は
非
課
税
。

条
例
が
否
決
さ
れ
て
も
国
へ
の
納

付
義
務
は
変
わ
ら
な
い
。
将
来
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

北
上
市
立
児
童
遊
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

鍛
冶
町
児
童
遊
園
を
都
市
公
園

に
用
途
変
更
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

Ｑ　

�

児
童
遊
園
と
は
、
児
童
の
遊

び
を
指
導
す
る
者
を
配
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
そ
う
い
う
機

能
が
あ
っ
た
の
か
。

条例

少
子
化
対
策
と
し
て
社
会
全
体
で

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
を
支
え
る
仕
組
み

ユーチューブ

「２月通常会議」

Ａ　

�

常
設
で
あ
る
必
要
は
な
い

が
、遊
び
の
指
導
員
が
い
て
、

子
ど
も
の
遊
び
に
つ
い
て
指

導
す
る
機
能
を
準
備
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
そ
の
機
能
を
果
た
せ
る

よ
う
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

北
上
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

能
登
半
島
地
震
で
排
水
設
備
の

指
定
工
事
店
が
不
足
し
、
復
旧
が

遅
れ
た
こ
と
を
受
け
、
災
害
時
の

体
制
強
化
の
た
め
国
が
標
準
下
水

道
条
例
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
要
件
緩
和
を
行
う
も
の
。

ま
た
、
排
水
指
定
工
事
店
の
指
定

取
消
し
お
よ
び
罰
則
を
定
め
る
ほ

か
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

　

以
上
の
他
、
13
件
の
条
例
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
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抱
負

12
文
字
×
４
行
＝
48
文
字

第３０９回

１月
臨時会議

ユーチューブ

「１月臨時会議」

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
で
物
価
高
騰
対
策
を
！

令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
14
号
）

生
産
性
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
２
千
万
円
）

　

製
造
業
の
競
争
力
と
人
手
不
足

対
応
の
た
め
、
付
加
価
値
向
上
の

取
り
組
み
や
省
力
化
設
備
投
資
を

行
う
市
内
の
中
小
企
業
に
補
助
す

る
も
の
。
対
象
拡
充
と
上
限
の
引

き
上
げ
を
行
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業

（
１
億
３
９
８
８
万
５
千
円
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
消

費
者
と
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
第
６
弾
を
実
施
す
る
も

の
。

Ｑ　

�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業

者
が
複
数
あ
る
中
で
、
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
の
み
を
対
象
と
し

た
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
。

Ａ　

�

複
数
の
事
業
者
を
導
入
す
る

と
予
算
が
倍
以
上
に
な
り
、

事
務
手
続
き
の
煩
雑
化
に
よ

り
事
業
開
始
が
遅
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
市
内
で
は

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
導
入
し
て

い
る
店
舗
が
圧
倒
的
に
多
い
。

効
率
的
な
経
済
対
策
を
打
つ

た
め
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
選

択
し
た
。

貨
物
運
送
事
業
者
運
行
支
援
補
助

金
（
２
４
３
３
万
６
千
円
）

　

貨
物
運
送
事
業
者
の
燃
料
価
格

高
騰
の
影
響
を
緩
和
し
、
貨
物
運

送
の
安
全
か
つ
安
定
し
た
運
行
を

支
援
す
る
た
め
の
補
助
。

子
牛
導
入
支
援
給
付
金

（
１
１
０
２
万
９
千
円
）

　

飼
料
価
格
の
高
騰
や
和
牛
子
牛

価
格
の
高
騰
に
よ
る
畜
産
経
営
へ

の
影
響
緩
和
の
た
め
、
肥
育
農
家
・

酪
農
家
へ
給
付
金
を
支
給
す
る
も

の
。

ギカイはこう考える！

政策提言で

ミライを変える
３月17日、議会は市長に対して政策提言書を提出しました。

政策提言は、各常任委員会で調査・研究した所管事項の中から、市の課題として

特に取り組むべき事項をまとめ、市に提言するものです。

提言書の詳細は、北上市議会ホームページをご覧ください。

北上市議会

ホームページ

総務常任委員会 教育民生常任委員会 産業環境常任委員会

地域防災力の強化に向け

て－地域住民の安心と安

全のために－

困難を抱える子どもの

支援に関する提言

農業の担い手確保と農地

集約の推進に向けた提言

・�自助・共助による地区防災力

の充実・強化につながる支援

の拡充

・�避難行動要支援者が確実に避

難できる体制の構築

・�消防団員の増加につながる施

策の強化

・�子どもの人権に関する提言

・�子どもの居場所に関する提言

・早期発見・支援に関する提言

・�就農希望者が栽培方法や経営

を学べる研修施設・環境整備

・�農業用機械・施設の導入や更

新に対する支援の拡充

・�持続性を高め地域全体で農地

を維持・集約する体制を確立

するため、集落営農組織の法

人化への支援実施

・�農地集約を円滑に推進するた

めの基準やルールの設定

など
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Ｑ　

�

４
月
か
ら
小
学
校
の
学

校
給
食
費
無
償
化
が
開

始
さ
れ
る
。
中
学
校
給

食
費
無
償
化
を
市
独
自

に
取
り
組
み
、
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

中
学
校
給
食
費
は
値
上

げ
分
を
補
填
し
、
保
護

タ
ー
支
援
員
を
中
学
校

２
校
、
小
学
校
２
校
の

計
４
名
を
新
た
に
任
用

す
る
。
既
存
の
施
設
を

最
大
限
活
用
し
、
心
の

ケ
ア
や
学
習
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。
保
護

者
へ
の
相
談
支
援
を
継

続
し
、｢

親
の
会
」
の

き
で
は
。

Ａ　

�
北
上
市
建
築
物
最
適
化

計
画
を
令
和
８
年
度
に

見
直
す
。
施
設
の
老
朽

化
の
進
行
度
に
応
じ
対

応
す
る
。

大
学
に
頼
ら
な
い｢

ま

ち
づ
く
り
」
を
選
択
し
、

予
算
は
地
場
産
業
振
興

や
医
療
・
介
護
、
生
活

支
援
、
学
校
改
修
に
集

中
さ
せ
る
住
民
合
意
は
。

Ａ　

�

市
民
と
の
対
話
を
重
視

し
、
大
学
設
置
の
意
義

や
設
置
場
所
の
議
論
を

そ
の
他
の
質
問

・
ク
マ
対
策

・�

医
療
・
介
護

・�

災
害
対
策

・
学
校
適
正
配
置

そ
の
他
所
属
議
員

田た

じ

ま島　

清き

よ

み美　

議
員

髙た
か
は
し橋　

久く

み

こ

美
子　

議
員

代表質問者

安
あんとく

德　壽
す み こ

美子 議員

  子どもの育ちを応援する施　　策を

新清会

Ｑ　

�

12
月
通
常
会
議
で
、
ク

マ
被
害
防
止
対
策
事
業

４
２
８
５
万
５
千
円
を

含
む
補
正
予
算
を
可
決

し
た
。
各
事
業
で
の
物

品
の
配
布
や
配
置
な
ど

の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

�

小
中
学
校
な
ど
の
施
設

に
は
、
新
学
期
に
配
布

で
き
る
よ
う
花
火
や
爆

竹
の
購
入
準
備
を
進
め

て
お
り
、
ク
マ
捕
獲
用

の
罠
に
つ
い
て
は
契
約

事
務
を
進
行
中
。
小
中

学
校
児
童
向
け
の
ク
マ

よ
け
鈴
は
購
入
手
続
き

中
。
撃
退
ス
プ
レ
ー
は

購
入
準
備
中
だ
が
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
幼
稚

園
・
保
育
施
設
、
学
童

保
育
所
に
は
全
て
配
布

済
み
。
校
務
技
能
員
に

は
ク
マ
よ
け
ホ
ー
ン
を

配
布
済
み
。
Ａ
Ｉ
カ
メ

ラ
20
台
を
手
配
中
で
、

温
泉
施
設
ク
マ
対
策
設

備
整
備
事
業
費
補
助
金

は
１
施
設
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
被
害
支
援
県
制
度

融
資
利
子
補
給
事
業
は

２
事
業
者
が
決
定
し
た
。

 クマの早期冬眠明けの対策を

Ｑ　

��

市
内
の
経
済
・
産
業
の

８
団
体
か
ら
大
学
設
置

の
要
請
書
が
出
て
い
る

が
、
今
後
の
大
学
設
置

の
考
え
方
は
。

Ａ　

�

大
学
の
意
義
や
設
置
場

所
に
つ
い
て
は
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
や
市
議
会
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
を
通
じ
て

議
論
を
深
め
、
市
民
理

解
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。
市
内
の
経
済
・
産

業
団
体
か
ら
大
学
設
置

の
要
請
を
受
け
て
お
り
、

民
間
の
自
発
的
な
活
動

に
対
し
て
も
、
市
と
し

て
積
極
的
に
参
加
す
る

考
え
で
あ
る
。
本
通
り

二
丁
目
地
区
再
開
発
事

業
で
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
に
お
け

る
当
該
箇
所
の
記
述
を

修
正
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
の
理
解
を
得
た
上

で
、
基
本
計
画
策
定
に

係
る
予
算
案
を
令
和
８

年
度
内
に
再
度
上
程
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事

業
・�

子
育
て
寄
り
添
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

・�

す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り

・�

力
強
い
地
域
経
済
の
創
出

・�

多
様
な
人
材
が
働
き
や
す

い
環
境
の
向
上

・�

健
康
と
安
心
の
地
域
づ
く

り
の
推
進

・�

良
好
な
住
環
境
を
支
え
る

適
切
な
土
地
利
用
と
基
盤

整
備

そ
の
他
所
属
議
員

齊さ
い
と
う藤　

金か
ね
ひ
ろ浩　

議
員

居い

こ

ま駒　

勉
つ
と
む　

議
員

藤ふ

じ

た田　

民た

み

お生　

議
員

高た
か
は
し橋　

晃あ
き
ひ
ろ大　

議
員

佐さ

と

う藤　

惠け

い

こ子　

議
員

代表質問者

藤
ふじわら

原　常
つ ね お

雄 議員

 
 

北
上
市
立
工
科
大
学

　（
仮
称
）
の
今
後
は

　
　
　
代
表
質
問
　
　
３
月
４
日
に
各
会
派
の
代
表
者
３
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
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北新ネット

Ｑ　

�

北
上
駅
西
口
再
整
備
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
エ

リ
ア
は
。

Ａ　

�

北
駐
車
場
は
整
備
区
域

に
含
む
が
、
駐
輪
場
の

区
画
は
含
ま
な
い
。

Ｑ　

�

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
ス
ト

リ
ー
ト
構
想
に
お
け
る

駅
前
か
ら
の
連
続
性
は
。

Ａ　

�

北
上
駅
西
口
か
ら
諏
訪

町
エ
リ
ア
に
か
け
て
の

連
続
性
は
必
要
。
舗
装

の
統
一
な
ど
空
間
整
備

を
一
体
的
に
進
め
る
。

Ｑ　

��

常
盤
台
・
上
野
町
間
の

歩
行
者
通
路
整
備
は
。

Ａ　
�

地
理
的
技
術
的
条
件
が

厳
し
く
、
多
額
の
費
用

を
要
す
こ
と
か
ら
困
難

で
あ
る
。
跨
線
橋
で

10
億
円
、
地
下
道
で

20
億
円
程
度
必
要
と
考

え
る
。

Ｑ　

�

北
上
市
で
働
き
学
ぶ
外

国
人
へ
の
日
本
語
学
習

  北上駅西口再整備グランド

　デザインのイメージは

機
会
の
充
実
策
は
。

Ａ　

�

外
国
人
と
日
本
人
が
互

い
に
快
適
に
暮
ら
し
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る

べ
く
、
ニ
ー
ズ
や
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
学
習
支
援

を
実
施
。
日
本
語
教
室

パ
ー
ト
ナ
ー
を
養
成
し
、

会
話
練
習
や
、
生
活

ル
ー
ル
の
理
解
促
進
を

支
援
い
た
だ
い
た
。

Ｑ　

�
子
ど
も
が
意
見
を
表
明

し
、
考
慮
さ
れ
る
権
利

を
保
障
さ
れ
る
施
策
は
。

Ａ　

�

ま
ず
は
容
易
に
意
見
を

表
明
で
き
る
仕
組
み
を

ウ
ェ
ブ
上
に
つ
く
る
。

相
談
窓
口
な
ど
、
さ
ら

な
る
施
策
の
研
究
も
進

め
る
。

Ｑ　

�

校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
支
援
員
配
置
の

目
的
、
内
容
は
。

Ａ　

��

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

増
加
、
課
題
の
複
雑
化

に
対
し
、
継
続
的
で
安

定
し
た
支
援
体
制
確
立

の
た
め
、
校
内
に
別
室

を
保
障
し
、
学
び
を
止

め
な
い
支
援
を
行
う
。

小
中
２
校
ず
つ
に
計
４

名
の
支
援
員
を
配
置
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

２
０
５
０
年
問
題
（
＊
）

へ
の
取
組

そ
の
他
所
属
議
員

藤ふ
じ
わ
ら原　

慶け
い　

議
員

小こ

だ

し

ま

田
島　

德と
く
ゆ
き幸　

議
員

＊
２
０
５
０
年
問
題
…
深
刻

な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

に
よ
り
、
２
０
５
０
年
頃
に

日
本
の
労
働
力
不
足
、
社
会

保
障
費
の
増
大
、
介
護
シ
ス

テ
ム
の
限
界
、
地
域
社
会
の

縮
小
な
ど
が
複
合
的
に
表
面

化
す
る
構
造
的
な
社
会
・
経

済
問
題
。

代表質問者

阿
あ べ

部　眞
ま き お

希男 議員

 
 �
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
を

者
負
担
を
軽
減
す
る
。

Ｑ　

�

学
校
内
に
安
心
で
き
る

居
場
所
と
な
る
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
支
援
員
を
配
置

し
て
相
談
支
援
の
拡
充

と
保
護
者
へ
の
支
援
を

す
べ
き
で
は
。

Ａ　
�

校
内
教
育
支
援
セ
ン

設
置
な
ど
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

�

黒
沢
尻
東
小
学
校
の
建

替
、
和
賀
東
中
学
校
の

ト
イ
レ
洋
式
化
率
48
％

（
市
内
最
下
位
）
を
早

期
に
改
善
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
で
快
適
な
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
す
べ

Ｑ　

�

大
学
設
置
の
検
討
を
継

続
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

人
口
減
少
、
財
政
、
大

学
の
都
心
回
帰
、
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
の
普
及
な

ど
の
社
会
背
景
の
中
、

深
め
、
着
実
に
前
に
進

め
る
。

日本共産党北上市議団

  子どもの育ちを応援する施　　策を

　
�住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
住
民
合
意
で

　
　
　
代
表
質
問
と
は
　
　

北上駅西口の
将来イメージ

新
年
度
当
初
予
算
を
審
議
す
る
会
議
（
２
月
通
常
会
議
）
お
よ
び
市
長
が
就
任
し
て
初
め
て
の
会
議
で
、
会
派
の
代
表

者
が
市
政
や
市
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
会
派
に
所
属
す
る
議
員
が
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。

北新ネット

 
 

多
文
化
共
生
の
推
進
は
�
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太
お お た

田 洋
よういち

市 議員

ユーチューブ

「太田議員」

健診を起点に療育
と就学の一貫支援
体制構築を急げ

田
た じ ま

島 清
き よ み

美 議員

ユーチューブ

「田島議員」

千
ち だ

田 優
ゆ う こ

子 議員

ユーチューブ

「千田議員」

中高生たち若者も
「関わりたくなる
北上」に① 

少
年
犯
罪
防
止
対
策
に
つ
い
て

② 

若
者
世
代
の
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

今回の質問　　少年犯罪が急増！少年犯罪が急増！
　　　　できることから対策を！　　　　できることから対策を！

Ｑ　

�

令
和
７
年
度
に
少
年
犯
罪
が
急
増
し
て
い

る
。
保
育
・
教
育
現
場
で
の
「
包
括
的
性
教

育
」
や
「
生
命
の
安
全
教
育
」
な
ど
の
実
施

や
、
若
者
の
居
場
所
作
り
な
ど
具
体
的
な
対

策
が
急
務
で
は
。

Ａ　

�

今
年
度
は
小
学
校
約
半
数
、
中
学
校
全
校
で

助
産
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
性
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
全
校
で
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
体
制

の
充
実
を
図
る
。
若
者
の
居
場
所
は
、
今
後

実
施
予
定
の
ウ
ェ
ブ
の
意
見
集
約
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
活
用
し
、
検
討
し
て
い
く
。

① 

生
活
道
路
に
お
け
る
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

② 

地
域
除
排
雪
制
度
に
つ
い
て

今回の質問　　地域除排雪制度の地域除排雪制度の
　　　　柔軟な見直しの検討を　　　　柔軟な見直しの検討を

Ｑ　

�

近
隣
に
除
雪
の
担
い
手
が
居
な
い
た
め
、
片

道
30
分
往
復
１
時
間
か
か
る
対
象
者
宅
の
作

業
も
あ
る
。
移
動
に
係
る
燃
料
は
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
機
械
作
業
時
間
を
１
日
３

時
間
ま
で
と
し
て
い
る
根
拠
は
何
か
。

Ａ　

�

除
雪
機
械
を
使
用
し
た
作
業
は
、
比
較
的
短

時
間
で
対
応
可
能
で
あ
る
た
め
、
１
日
３
時

間
を
上
限
と
し
た
。
積
雪
量
が
特
に
多
い
地

域
で
は
、
上
限
を
超
え
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
作
業
時

間
の
適
切
な
上
限
設
定
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

① �

食
料
品
価
格
高
騰
対
応
給
付
事
業
に
つ
い
て

② �

療
育
や
就
学
ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
提
供
に
つ

い
て

③ �

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
等
の
長
寿
命
化
や
建
替
え

に
つ
い
て

④ 

重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

今回の質問　　教育・福祉・保健の連携で教育・福祉・保健の連携で
　　　　　子育て環境の充実を！　　　　　子育て環境の充実を！

一
般
質
問

Ｑ　

�

医
療
的
ケ
ア
児
の
相
談
や
手
続
き
の
窓
口
が

分
散
し
て
不
便
と
の
声
が
あ
り
、
何
度
も
説

明
を
繰
り
返
す
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
負
担

軽
減
の
た
め
、
窓
口
を
一
本
化
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
応
で
き
る
体
制
を
目
指
す
調
査
・

研
究
に
早
急
に
着
手
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

�

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
伴
い
、
必
要
な

支
援
へ
円
滑
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
学

齢
児
ま
で
の
支
援
の
流
れ
や
必
要
な
手
続
き

を
示
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、
説

明
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

細かな除排雪作業
で安全が支えられ
ているんだね
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＊�

重
層
的
支
援
体
制
…
複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
。

三
み や け

宅 靖
やすし

 議員

ユーチューブ

「三宅議員」

地道な不満解消が
2050 年 問 題 の 対
策になるのでは

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

ユーチューブ

「髙橋議員」

地域の医療格差を
放置してはいけな
いのではないか

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

ユーチューブ

「梅木議員」

今回の質問　　地域に住み続けるためにも地域に住み続けるためにも
               身近な国保診療所を！               身近な国保診療所を！ ① �

い
わ
ゆ
る
国
保
逃
れ
を
防
ぐ
対
策
等
に
つ
い
て

② 

ま
ち
な
か
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

Ｑ　

�

高
い
国
保
税
を
納
め
て
い
る
の
に
、
国
保
診

療
所
が
市
内
に
１
つ
も
な
い
の
は
普
通
の
こ

と
だ
と
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
。
何
か
努
力

す
れ
ば
市
内
に
も
設
置
出
来
る
も
の
な
の
か
。

Ａ　

�

設
置
義
務
は
な
く
各
自
治
体
が
判
断
す
る
も

の
。
も
と
も
と
国
保
診
療
所
は
無
医
地
区
対

策
と
し
て
市
町
村
が
設
置
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
し
か
し
、
医
師
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
施
設
整
備
費
や
運
営
費
な
ど
相
当
の

財
政
負
担
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
国
保
診
療
所
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

今回の質問　　市民意識調査の不満要因を市民意識調査の不満要因を
　　　　　　　深掘りすべきでは　　　　　　　深掘りすべきでは ① 

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

② 
�

不
燃
ゴ
ミ
処
理
体
制
に
つ
い
て

Ｑ　

�

市
民
意
識
調
査
で
不
満
に
思
っ
て
い
る
率
が

高
い
項
目
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
意
見
な
ど
を
オ

ピ
ニ
オ
ン
マ
イ
ニ
ン
グ
（
＊
）
的
な
手
法
を

使
う
な
ど
し
て
深
堀
り
し
、
不
満
要
因
を
解

消
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
。

調
査
結
果
は
、
各
部
で
次
の
施
策
に
反
映
さ

せ
、
ま
た
政
策
推
進
会
議
で
も
客
観
的
な
視

点
で
見
て
お
り
、
あ
る
程
度
活
用
で
き
て
い

る
。
深
堀
り
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
効
果
的

な
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

今回の質問
　　重層的支援体制の構築を重層的支援体制の構築を ① �

重
層
的
支
援
体
制
（
＊
）
の
構
築
に
つ
い
て

② �

持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

�

複
雑
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
の
具
体
的

事
例
は
。

Ａ　

�

高
齢
の
親
と
障
が
い
の
あ
る
引
き
こ
も
り
の

子
の
世
帯
で
生
活
困
窮
・
ご
み
屋
敷
・
敷
地

外
へ
の
庭
木
の
は
み
だ
し
、
さ
ら
に
猫
の
多

頭
飼
育
に
よ
り
近
隣
が
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

Ｑ　

�

支
援
体
制
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

�

新
た
な
３
つ
の
事
業
（
多
機
関
協
働
事
業
・

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
事
業
・

参
加
支
援
事
業
）
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
実
施
体
制
を
整
え

た
。

＊�

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
情
報
共
有
や
連
携
を
行
う
た
め
の
基
盤
と

な
る
環
境
。

縦割り行政のはざ
まに落ちる市民を
救え

＊�

オ
ピ
ニ
オ
ン
マ
イ
ニ
ン
グ
…
ウ
ェ
ブ
上
の
口
コ
ミ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
投
稿
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
人
々
の
意
見
、
評
価
な

ど
を
抽
出
・
分
析
す
る
技
術
。

●北上市の道路環境について（全体）
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一 般 質 問

熊
くまがい

谷　浩
こ う き

紀 議員

ユーチューブ

「熊谷議員」

避難所で赤ちゃん
がいる家族への配
慮を考えよう！

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

ユーチューブ

「小原議員」

「のりたくん」を
活用して 200 円で
自宅からバス停へ

八
や え が し

重樫 民
たみのり

德 議員

ユーチューブ

「八重樫議員」

観光客、市民の満
足度を高める対策
が必要だ

① �

交
通
空
白
地
の
高
齢
者
等
へ
の
買
い
物
支
援
策
に

つ
い
て

② �

後
期
高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て

今回の質問　　高齢者への買い物支援に高齢者への買い物支援に
　　　　　　地域内交通活用を　　　　　　地域内交通活用を

① �

都
市
拠
点
地
域
の
市
街
地
再
開
発
事
業
と
人
口
減

少
地
域
の
道
路
整
備
等
に
か
か
る
財
政
見
通
し
に

つ
い
て

② 

展
勝
地
公
園
の
活
性
化
に
つ
い
て

今回の質問　　開園 100 周年後の開園 100 周年後の
　　　　展勝地公園の活性化を　　　　展勝地公園の活性化を

Ｑ　

�

老
朽
化
し
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
、
み
ち
の
く

民
俗
村
の
古
民
家
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
傷
み

も
修
繕
す
べ
き
。
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
記
念
館

の
閉
館
、
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
の
駐
車
場

ま
で
の
連
日
の
車
両
渋
滞
は
観
光
客
の
敬
遠

を
招
く
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

�

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
長
寿
命
化
以
外
の
選
択
肢

も
含
め
て
検
討
す
る
。
民
俗
村
古
民
家
も
屋

根
の
葺
き
替
え
な
ど
は
順
次
行
い
、
さ
く
ら

ま
つ
り
期
間
中
の
渋
滞
対
策
と
し
て
右
折

レ
ー
ン
な
ど
駐
車
場
へ
の
誘
導
の
検
討
を
進

め
る
。
１
０
０
周
年
後
の
展
勝
地
公
園
活
性

① �

妊
産
婦
、
乳
児
が
い
る
世
帯
へ
の
災
害
時
の
避
難

支
援
に
つ
い
て

② �

黒
沢
尻
体
育
館
の
災
害
時
の
役
割
と
今
後
の
避
難

施
設
や
防
災
拠
点
・
防
災
公
園
の
見
解
に
つ
い
て

今回の質問　　妊産婦や乳幼児世帯に妊産婦や乳幼児世帯に
　　　　災害時の避難場所支援を　　　　災害時の避難場所支援を

Ｑ　

�

乳
幼
児
の
避
難
中
の
添
い
寝
に
よ
る
圧
死
や
、

床
へ
の
直
置
き
に
よ
る
感
染
症
リ
ス
ク
を
防

ぐ
た
め
、
避
難
所
に
乳
幼
児
専
用
ベ
ッ
ド
の

備
蓄
の
現
状
は
。

Ａ　

�

現
時
点
で
乳
児
専
用
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は
し
て

い
な
い
が
、
乳
幼
児
保
護
の
観
点
か
ら
有
効

性
は
認
識
し
て
お
り
、
安
全
な
避
難
環
境
の

確
保
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

妊
産
婦
や
乳
幼
児
世
帯
の
避
難
場
所
と
し
て

ホ
テ
ル
な
ど
の
活
用
策
は
。

Ａ　

�

北
上
市
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
と
災
害
時
に
お
け

る
救
助
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
避

難
場
所
と
し
て
使
用
が
可
能
。
状
況
に
応
じ

て
対
応
す
る
。

みちのく民俗村

Ｑ　

�

乗
車
体
験
事
業
を
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援

に
結
び
つ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

地
域
内
交
通
が
高
齢
者
の
通
院
、
買
い
物
を

中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
乗
車
体
験
で
買

い
物
支
援
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
モ
デ
ル
地

区
を
選
定
し
て
、
地
域
と
一
緒
に
企
画
の
段

階
か
ら
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
る
。

Ｑ　
�

モ
デ
ル
事
業
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の

乗
車
体
験
は
。

Ａ　

�
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て
取
り
組
む
事

は
可
能
と
考
え
る
。

化
に
、
市
民
・
団
体
な

ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂

き
、
指
定
管
理
者
と
連

携
し
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋

げ
る
。
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市の企画総務、防災、

財政、税務　

などに関する調査・研究

藤原 常雄

「万
ばんりいっくう

里一空」

原　利光

「試
し こ う さ く ご

行錯誤」

小田島 德幸

「自
じきゅうじそく

給自足」

千田 優子

「七
ななころびやおき

転八起」

田島 清美

「和
わ じ ふ ど う

而不同」

八重樫 民德

「誠
せいしんせいい

心誠意」

佐々木 護

「百
1 0 0 ％ ゆ う き

％勇気」

藤田 民生

「一
いっしょうけんめい

生懸命」

総務常任委員会

太田 洋市

「孟
もうぼさんせん

母三遷」

安德 壽美子

「和
わ げ ん あ い ご

顔愛語」

居駒　勉

「一
いちいせんしん

意専心」

高橋 晃大

「適
てきざいてきしょ

材適所」

梅木　忍

「空
くうぜんぜつご

前絶後」

阿部 眞希男

「虚
きょしんたんかい

心坦懐」

小原 享子

「誠
せいしんせいい

心誠意」

平野 明紀

「不
ふげんじっこう

言実行」

白鳥 顕志

「温
お ん こ ち し ん

故知新」

髙橋 久美子

「不
ふ と う ふ く つ

撓不屈」

藤原　慶

「臨
りんきおうへん

機応変」

齊藤 金浩

「仕
し そ う よ ざ つ

創与雑」

三宅　靖

「質
しつじつごうけん

実剛健」

佐藤 惠子

「一
いちねんかんてつ

念貫徹」

星　敦子

「色
しきそくぜくう

即是空」

高橋 孝二

「一
いっとうしょうぐう

燈照隅」

教育民生
常任委員会

産業環境
常任委員会

福祉、健康、子育て

教育

などに関する調査・研究

農業、商工業、環境、

都市整備

などに関する調査・研究

熊谷 浩紀

「雲
うんがいそうてん

外蒼天」

新体 制ががスタートスタート！！
４月14日に臨時会議を開催し、委員会構成員の再

編成を行いました。

北上市議会では、議長を除く25名の議員はいずれ

かの常任委員会に所属します。

※氏名の下は好きな「四字熟語」

委 員 長
副委員長

委 員 長 副委員長

委 員 長 副委員長
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日 月 火 水 木 金 土

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 ２ ３ ４

６月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時から開催予定です。お子様連れでも傍聴

できます。委員会を傍聴する場合は、議会事務局で受付をお

願いします。

一　般　質　問

最終日

初日

常任委員会

　より良い紙面づくり、また、今後の

議会活動の参考とするため、皆様のご

意見・ご感想を募集しています。

ご
意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら
↓

　多くの市民の皆さまに議会の情報をお届け

するため、北上市議会公式ＳＮＳで各種情報

を発信しています。ぜひフォローなどをお願

いします！

Facebook Instagram Threads X(旧Twitter)

北上市議会公式ＳＮＳ
〒

024-8501　
岩
手
県
北
上
市
芳
町
１
番
１
号
　
　
　
　
  　

　
☎
 0197-72-8233（

直
通
）　

FAX 0197-64-2123　

E
-
mail:gikai@city.kitakami.iwate.jp　

 議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kitakamishigikai

発
行
／
岩
手
県
北
上
市
議
会
　
 
編
集
／
広
報
委
員
会

No.

141

一　般　質　問

議長からの挨拶

菊池　勝　議長　

「知
ちこうごういつ

行合一」

日頃より当市議会に対し、ご理解ご協力を賜っておりますことに深く感謝申し上

げます。残り任期二年となり、新たな体制となります。引き続き、議会を身近に

感じて頂けるよう、日々工夫を重ねながら取り組んでおります。気軽に傍聴にい

らして下さい。 

議
会
運
営
委
員
会

広
聴
委
員
会

広
報
委
員
会

議
会
改
革
推
進
会
議

議
員
定
数
及
び
委
員
長
報
酬
等

      

検
討
特
別
委
員
会

委 員 長　藤田 民生

副委員長　髙橋 久美子

委　　員　千田 優子

　 〃 　　太田 洋市

　 〃 　　藤原 常雄

　 〃 　　小原 享子

　 〃 　　阿部 眞希男

　 〃 　　梅木　忍

委 員 長　安德 壽美子

副委員長　佐々木 護

委　　員　原　利光

　 〃 　　八重樫 民德

　 〃 　　熊谷 浩紀

　 〃 　　佐藤 惠子

　 〃 　　三宅　靖

委 員 長　星　敦子

副委員長　田島 清美

委　　員　藤原　慶

　 〃 　　白鳥 顕志

　 〃 　　齊藤 金浩

　 〃 　　高橋 晃大

　 〃 　　平野 明紀

　 〃 　　小田島 德幸

委 員 長　平野 明紀

副委員長　阿部 眞希男

委　　員　原　利光

　 〃 　　藤田 民生

　 〃 　　藤原 常雄

　 〃 　　熊谷 浩紀

　 〃 　　三宅　靖

　 〃 　　梅木　忍

　 〃 　　安德 壽美子

　 〃 　　星　敦子

委 員 長　高橋 晃大

副委員長　小原 享子

委　　員　千田 優子

　 〃 　　原　利光

　 〃 　　齊藤 金浩

　 〃 　　佐々木 護

　 〃 　　髙橋 久美子

　 〃 　　藤田 民生

　 〃 　　阿部 眞希男

　 〃 　　梅木　忍

議員情報は
こちら

議会運営を円滑化するため、会期

や議事の運営などの協議

議会活動に反映させるための市民

意見や要望の収集活動など

議会だよりの編集や議会インター
ネット配信の取り組みなど

政策立案機能の強化や市民に開か

れた議会を目指した取り組みなど

議員定数と委員長報酬のあり方
の検討を行う


